
平成 19年度第 1回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 

07.12.06 

 国－１ 参考４  
 

第 4 回 日米共同ワークショップ 議事次第（案） 
 

 

日時：平成 20 年 2 月 14 日（木） 9：00～17：30（予定） 

    平成 20 年 2 月 15 日（金） 8：30～16：00（予定） 

場所： US EPA, Region 9 offices, 75 Hawthorne Street, San Francisco, California 

 

 

議  題 

 

１．日米における内分泌かく乱作用・影響評価に係る試験法開発の取組み状況と進展 

セッション 1） 日本の内分泌かく乱作用・影響評価に係る試験法開発の取組み状況 

井口 泰泉 

セッション 2） 米国の内分泌かく乱作用・影響評価に係る試験法開発の取組み状況 

レスリー・トゥアート 

 

２．二国間における魚類･両生類・甲殻類の繁殖影響評価に係る試験法開発と 

技術的な課題について 

セッション 1） 魚類二世代繁殖試験の取組状況と技術的な課題 

平井 慈恵 

関 雅範 

ロドニー・ジョンソン 

クリスチナ・グリム 

セッション 2） 両生類を用いたパーシャルライフ試験法開発の取組み状況 

戸笈 修 

シーモン・ベエィツ 

セッション 3） 無脊椎動物を用いた試験法開発 

       小田 重人 

       ロゼマリー・ホール 

 

３．今後の方向性 

座長：井口 泰泉、レスリー・トゥアート 

 

以 上 


